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東
京
多
摩
地
域
の
自
治
体
、大
学
、旅
行
会
社
の「
産
官
学
連
携
」で

多
摩
の
あ
ら
た
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

「
タ
マ
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」!!

TYO・TAMA
まちづくりラボ
多
摩
市
と
稲
城
市
、多
摩
大
学
、京
王
観
光
㈱
が
立
ち
上
げ
た「
タ
マ
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
発
足
当
初
の
名
称
は「
多
摩
地
域
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）

は
、地
域
の
大
学
生
か
ら
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、東
京
多
摩
地
域
に
お
け
る
観
光
振
興
と
あ
ら
た
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー・ル
ー
ト
開
発
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
。ス
タ
ー
ト
か
ら
3
年
目
を
迎
え
、こ
の
5
月
9
日
に
は
そ
の
経
過
発
表
や
認
知
拡
大
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
多
摩
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス（
東
京
都
多
摩
市
）

で
開
催
さ
れ
た
。い
っ
た
い
、学
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
多
摩
を
舞
台
に
ど
ん
な
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、さ
っ
そ
く
リ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

　「
タ
マ
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
2
0
2
1
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
観

光
・
宿
泊
・
飲
食
業
な
ど
地
域
経
済

が
大
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
な
か
、
産

官
学
連
携
で
地
元
の
魅
力
の
再
発
見

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ン
テ
ス
ト

（
タ
マ
リ
ズ
ム
）」
を
開
催
し
、
さ
っ

そ
く
大
学
生
な
ど
に
呼
び
か
け
マ
イ

ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
企
画
を
公
募
。

集
ま
っ
た
学
生
た
ち
は
自
治
体
・
観

光
協
会
・
地
元
事
業
者
を
巻
き
込
み

な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
練
り
上
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
事
業
化
を
目
指
し
た
。
で
は
、

こ
れ
ま
で
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま

れ
、
ど
ん
な
風
に
進
展
し
て
き
て
い

る
の
か
。
そ
の
あ
た
り
を
紹
介
し
て

い
き
た
い
。

多
摩
市
の
公
園
や
散
策
路
の

魅
力
を
伝
え
る
企
画

　
2
0
2
1
年
度
の
タ
マ
リ
ズ
ム
で

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
ア
イ
デ
ア
は
、

東
京
都
千
代
田
区
に
駿
河
台
キ
ャ
ン

パ
ス
を
持
つ
明
治
大
学
の
学
生
た
ち

（
E
C
H
O
チ
ー
ム
）
の
「
た
ま
公

園
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」。
地
図
を
片
手

に
制
限
時
間
内
で
定
め
ら
れ
た
ス
ポ

ッ
ト
を
回
る
競
技
「
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」

で
、
多
摩
市
内
に
点
在
す
る
公
園
や

散
策
路
の
魅
力
、
歩
き
や
す
さ
を
体

験
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
企
画
だ
。

多
摩
市
経
済
観
光
課
商
工
観
光
担
当

の
西
條
祐
貴
氏
に
よ
れ
ば
「
こ
の
取

り
組
み
を
知
っ
た
地
場
企
業
か
ら
公

園
で
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や
ゲ

ー
ム
の
景
品
の
提
供
な
ど
で
協
力
し

た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
」
と
の
こ

と
。
学
生
た
ち
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

か
ら
高
齢
者
向
け
に
も
視
野
を
広
げ

て
検
討
を
す
す
め
て
い
る
が
、「
い

か
に
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら
継
続

し
て
い
く
か
」
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。

テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

学
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
実
践

　
タ
マ
リ
ズ
ム
を
機
に
、
㈱
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
が
運
営
す
る
新
感
覚

都心からクルマや電車で1時間未満のアクセスの良さもあって、多摩地区には短期大学も含めると50校以上の大
学がある。そういった教育環境を反映して「多摩学会」「マチカドこども大学」「法政大学ソーシャル・イノベーショ
ンセンター」など、多くの大学で産学官民の連携が誕生している。

上：タマリズムプロジェクトシンポジウムの様子／下：よみうりランドが運営する新
感覚フラワーパーク「HANA・BIYORI」

に
つ
な
が
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
企
図
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
以

後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
要
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
多
摩
市
と
稲
城
市
、
多
摩

大
学
、
京
王
観
光
㈱
は
「
多
摩
地
域

多
摩
市
×
明
治
大
学

新
感
覚
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

「
H
A
N
A・B
I
Y
O
R
I
」×

山
野
美
容
芸
術
短
期
大
学
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公
園
の
魅
力
発
信
か
ら

周
遊
観
光
プ
ロ
ジ
ェク
ト
へ

　
も
う
ひ
と
つ
、
都
立
小
山
内
裏
公

園
（
町
田
市
）
で
の
東
京
都
立
大
学

の
学
生
チ
ー
ム
に
よ
る
取
り
組
み
も

進
展
し
て
い
る
。
公
益
財
団
法
人
東

京
都
公
園
協
会
都
立
桜
ケ
丘
公
園
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
（
前
都
立
小
山

内
裏
公
園
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
長
）
の

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
「
H
A
N
A
・

B
I
Y
O
R
I
」（
稲
城
市
）
と
山

野
美
容
芸
術
短
期
大
学
（
八
王
子
市
）

が
コ
ラ
ボ
す
る
企
画
が
持
ち
上
が
っ

た
。
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
側
が
大
学
の

課
外
授
業
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
提

供
し
、
若
者
な
ら
で
は
の
発
想
や

S
N
S
な
ど
で
の
発
信
力
を
使
っ
て

あ
ら
た
な
客
層
を
呼
び
込
ん
で
い
く
、

と
い
う
の
が
企
画
の
主
旨
。
学
生
た

ち
は
「
バ
ラ
を
使
っ
た
美
容
」
を
テ

山
田
智
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
公
園
に

は
動
植
物
の
保
全
の
た
め
い
つ
も
は

閉
鎖
し
て
い
る
「
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
」

が
4
カ
所
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
な

ど
に
特
別
公
開
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
「
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
る
人

に
は
楽
し
み
づ
ら
い
」
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
学

生
た
ち
が
21
年
6
月
、
タ
マ
リ
ズ
ム

で
同
園
を
舞
台
と
し
た
子
ど
も
向
け

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、
こ
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
公

園
協
会
は
学
生
た
ち
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
重
ね
、「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
持
っ
た
人
た
ち
も
楽
し
め
る
よ

う
、
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
版
『
サ
テ
ラ
イ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
』
を
舗
装
路
の
そ
ば
に
設
置
し
て

は
ど
う
か
」
と
い
う
こ
と
に
。
さ
っ

そ
く
、
学
生
た
ち
は
公
園
職
員
と
協

力
し
こ
の
企
画
を
実
行
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
環
境
下
で
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
の

魅
力
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
取
り
組
み
が
実
現
し
た
こ
と
で
、

現
在
進
行
中
で
あ
る
多
摩
丘
陵
公
園

の
P
R
の
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
り
、
飲
食
店
や
公
園
を

核
と
し
た
地
域
周
遊
観
光
は
ど
う
か

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
い

ず
れ
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が

り
実
現
し
そ
う
な
勢
い
だ
と
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
タ
マ
リ
ズ
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
学
生
た
ち
の
さ
ま
ざ

ま
な
ア
イ
デ
ア
が
着
実
に
歩
を
す
す

め
つ
つ
あ
る
。
今
年
も
夏
の
1
次
審

査
会
で
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
や
企
画
が
多

数
登
場
し
て
く
る
は
ず
。
そ
し
て
審

査
を
通
過
し
た
企
画
が
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
最
終
審
査
会
を
経
て
実
現

を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
一
部
は
地

域
の
旅
行
商
品
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
し
て
定
番
と
な
っ
て
い
く
か

も
し
れ
な
い
。
楽
し
み
で
あ
る
。

都立小山内裏公園の舗装路沿いに学生たちが設置したサテライトサンクチュアリと、その解説板

※ マイクロツーリズム……自宅から1～2時間の近場で密を避けて行う旅行・観光のこと。コロナ禍で提唱されて以降、地域の魅力の再発見につながるとして注目されている。

4月21日（金） 事前説明会
コンテスト開催の概要や前年度の出場チームの事例紹介
↓
5月9日（火） シンポジウム
2年目以降に事業化した企業が成果を発表
↓
6月10日（土） マッチング会
学生が行政や外郭団体（観光協会など）、企業を招いて交流、連携して企画を磨き
上げていくための関係性を構築
↓
7月8日（土） 1次審査会
マッチング会での意見を基に再構築した企画内容を各チームがプレゼン、審査
員による審査を実施する。審査を通過したチームには活動支援金（最高10万円）
を支給、ドラフト会議に向けて企画を磨き上げていくこととなる
↓
7月～11月 実証実験期間
1次審査会通過時に支給される活動支援金を活用し、企画の実証実験（モニターツアー
やアンケート調査など）を行う。その結果を基にドラフト会議での発表内容を組み立てる
↓
12月15日（金） ドラフト会議（最終審査会）
タマリズム最後のイベント。学生たちが1年間取り組んだ成果を発表、表彰団体
を決定する。コンテストの企画を担う多摩大学経営情報学部の長島剛教授によ
れば「最終審査会は『ドラフト会議』とも呼ばれ、たんに最優秀賞を決定するだけ
でなく、プロジェクトに参加する自治体や企業が『協業を期待できるチーム』に
対し投票を行う」という。もちろん、このドラフトで期待値が高かった企画は次
年度の事業化を目指す

2023年度のテーマは「観光まちづくり」
タマリズムプロジェクトの流れ

組織構成
主催　タマリズムプロジェクト実行委員会
実行委員会　多摩市・稲城市・八王子市・日野市・町田市・多摩大学総合研究所・京王観光㈱
事務局　タマリズムプロジェクト実行委員会事務局
企画　多摩大学ながしまゼミ

ー
マ
に
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
ア
イ

デ
ア
に
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
が
注
目
し

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
コ
ラ
ボ
が
実
現

し
た
と
い
う
。「
地
域
密
着
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動

を
よ
り
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
の
は
、
同
社
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
事
業

部
の
西
村
卓
也
氏
。
今
後
も
地
域
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
検
討
し

て
い
る
そ
う
だ
。

東
京
都
公
園
協
会
×
東
京
都
立
大
学


